
岩
瀬　

計
介　

議
員

　

● 

籾
山
町
長
の
基
本
政
策
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
に
つ
い
て

　

● 

防
災
体
制
に
つ
い
て

南　

賢
治　

議
員

　

● 

３
号
地
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
つ
い
て

　

● 

平
成
24
年
度
予
算
・
都
市
計
画
課
の
公
園
緑
地
整
備
費
に
つ
い
て

佐
伯　

隆
彦　

議
員

　

● 

防
災
に
つ
い
て

　

● 

職
員
の
名
刺
に
つ
い
て

森
田　

義
弘　

議
員

　

● 

児
童
虐
待
に
つ
い
て

　

● 

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

石
川　

義
治　

議
員

　

● 

公
共
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
と
延
命
化
に
つ
い
て

　

● 

病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

青
木　

信
哉　

議
員

　

● 

武
豊
町
地
域
交
流
施
設
整
備
基
本
計
画
に
つ
い
て

　

● 

防
災
に
つ
い
て

小
寺　

岸
子　

議
員

　

● 

法
規
担
当
で
一
括
管
理
し
、
住
民
に
直
接
関
わ
る
す
べ
て
の
要
綱
・
要
領
を
公
開
せ
よ

　

● 
予
算
編
成
過
程
の
公
開
と
住
民
参
加
を

梶
田　

稔　

議
員

　

● 

保
健
予
防
事
業
の
拡
充
を
求
め
る
。

　

● 

入
札
制
度
を
改
善
し
、
町
発
注
の
公
共
工
事
を
町
内
業
者
優
先
に
推
進
す
る
よ
う
求
め
る
。

　

● 

平
成
24
年
度
予
算
関
連
事
項
：
精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
。

政
和
ク
ラ
ブ　

大
岩　

保　

議
員

　

● 

今
後
の
町
政
運
営
に
つ
い
て

新
政
ク
ラ
ブ　

鈴
木　

一
也　

議
員

　

● 

災
害
ガ
レ
キ
の
受
入
れ
に
つ
い
て

　

● 

虐
待
防
止
に
つ
い
て

公
明
党
議
員
団　

本
村　

強　

議
員

　

● 

妊
婦
さ
ん
の
個
別
歯
科
検
診
を

　

● 

避
難
所
22
ヶ
所
の
災
害
停
電
時
の
対
処
は

　

● 

予
算
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
議
員
団　

梶
田　

進　

議
員

　

● 

２
０
１
２
年
度
（
平
成
24
年
度
）
予
算
に
つ
い
て

　

● 

地
域
交
流
施
設
整
備
に
つ
い
て

町
民
ク
ラ
ブ　

石
原　

壽
朗　

議
員

　

● 

平
成
24
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

● 

自
転
車
交
通
秩
序
の
実
現
の
た
め
に

会
派
代
表

個
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質
問

一
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次
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町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

　

町
長
は
、
平
成
22
年
度
に

「
５
つ
の
Ｋ
」
を
、
今
年
度
は
、

「
キ
ー
プ　

ア
ン
ド　

プ
ロ
モ

ー
ト
（
維
持
と
促
進
）
」
を
町

政
運
営
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲
げ
、

町
政
の
各
分
野
で
成
果
を
あ
げ

て
き
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
財
政
的
に
は
、

税
収
が
減
少
と
な
り
、
昨
年
12

月
議
会
の
諸
般
報
告
で
「
平
成

24
年
度
予
算
は
、
今
後
の
町
政

運
営
の
ひ
と
つ
の
転
機
に
な
る
」

と
の
認
識
を
し
め
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
平
成
24
年
度
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
グ
ロ

ス
・　

た
け
と
よ
・
ハ
ピ
ネ
ス

（
武
豊
総
幸
福
度
）
」
と
「
チ

ェ
ン
ジ
」
を
掲
げ
た
。　

　

こ
れ
ま
で
着
実
に
町
政
の
前

進
を
果
た
し
て
き
た
が
、
一
方

で
財
政
的
な
制
約
が
大
き
く
の

し
か
か
ろ
う
と
し
て
い
る
な
か
、

将
来
的
な
総
合
計
画
の
実
現
性

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

　
　

「
グ
ロ
ス
・
た
け
と
よ
・

ハ
ピ
ネ
ス
」
と
は
、
何
を
意
味

し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

こ
れ
は
、
国
民
総

生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
や
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
で
示
さ
れ
る
よ

う
な
経
済
的
・
物
質
的
な
豊
か

さ
の
み
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、

精
神
的
な
豊
か
さ
も
含
め
た
幸

福
を
目
指
す
べ
き
だ
と
す
る
考

え
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
武
豊
町
が
行
っ
て

き
た
こ
と
、
行
っ
て
い
く
こ
と
、

そ
の
具
体
的
な
施
策
の
選
択
も

た
い
へ
ん
重
要
だ
が
、
「
住
民

一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
を
愛
し
、

幸
福
を
実
感
で
き
て
い
る
ま
ち
」

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
究
極

の
目
標
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

「
心
つ
な
ぎ　

み
ん
な
輝
く

ま
ち　

武
豊
」
の
実
現
に
は
、

「
住
民
一
人
ひ
と
り
の
心
の
幸

福
」
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
心
の
通
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
私
ど
も
の
役
割
で
あ
る
。

　

町
民
が
共
有
で
き
る
「
幸
福

の
尺
度
」
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
か
ら
始
め
る
。

　
　

不
足
財
源
を
ど
の
程
度
見

込
み
、
そ
の
財
源
を
ど
の
よ
う

に
確
保
し
て
い
こ
う
と
す
る
見

込
み
か
。

　
　
　
　
　
　
　

第
５
次
行
政

改
革
プ
ラ
ン
の
財
源
見
込
み
で

は
、
１
０
０
年
に
一
度
と
言
わ

れ
た
世
界
経
済
危
機
の
影
響
に

よ
る
町
内
企
業
の
収
益
悪
化
や
、

個
人
所
得
の
減
少
に
よ
り
、
町

税
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、

概
ね
75
億
円
程
度
で
の
推
移
を

想
定
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
、
国
や
県
か
ら

の
効
果
的
な
財
政
支
援
は
期
待

で
き
ず
、
町
財
政
の
収
支
変
動

へ
の
対
応
は
、
財
政
調
整
基
金

に
よ
る
し
か
な
く
な
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
町
債
は
、
平

成
20
年
度
か
ら
３
年
間
、
毎
年

５
億
円
か
ら
６
億
５
千
万
円
を

借
り
入
れ
て
お
り
、
赤
字
町
債

現
在
高
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
い

る
。

　

財
政
調
整
基
金
は
、
最
低
で

も
10
億
円
を
め
ど
に
確
保
を
図

り
、
で
き
る
限
り
温
存
し
た
い
。

そ
の
た
め
、
経
常
収
支
の
改
善

を
進
め
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
予

算
規
模
を
堅
持
す
る
よ
う
努
め

る
方
針
で
あ
る
。

　
　

「
転
機
の
年
」
と
位
置
づ

け
ら
れ
た
平
成
24
年
度
予
算
の

特
徴
は
。

　
　
　
　
　
　
　

新
年
度
予
算

は
、
所
要
の
財
源
を
捻
出
す
る

た
め
、
多
額
の
基
金
の
取
り
崩

し
と
町
債
の
借
り
入
れ
を
予
定

し
て
お
り
、
本
町
の
身
の
丈
に

あ
っ
た
予
算
と
は
言
い
難
い
も

の
が
あ
る
。

　

持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
は

「
入
る
を
量
り
て
出
ず
る
を
制

す
る
」
と
い
う
原
則
を
守
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
財

政
運
営
に
お
い
て
は
、
既
存
事

業
の
見
直
し
に
よ
る
歳
出
の
さ

ら
な
る
圧
縮
と
、
歳
入
を
増
や

す
た
め
の
取
組
み
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

「
転
機
の
年
」
と
表
現
し
た

意
味
は
、
正
に
財
政
運
営
の
原

点
に
立
ち
返
ろ
う
と
す
る
意
思

表
示
で
あ
る
。

政和クラブ
大岩　保 議員

問

問

問

■住民一人ひとりの心の幸福～憩いのサロン～

財
政
的
な
制
約
が
大
き
く
な
る
な
か
、

将
来
的
な
町
政
運
営
の
見
通
し
は

財
政
的
な
制
約
が
大
き
く
な
る
な
か
、

将
来
的
な
町
政
運
営
の
見
通
し
は

問

財
政
の
基
本
的
な
原
則
を
守
り
�

持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
努
め
る

答

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

町
長
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放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
可
能
性
の

あ
る
災
害
廃
棄
物
は
受
け
入
れ
な
い

答

災
害
廃
棄
物
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
て
い
る
か 

災
害
廃
棄
物
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
て
い
る
か 

問

町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が

経
と
う
と
し
て
い
る
が
、
い
ま

だ
に
被
災
地
の
ガ
レ
キ
処
理
は

進
ん
で
い
な
い
。
環
境
省
に
よ

る
と
、
宮
城
県
の
ガ
レ
キ
は

19
年
分
、
岩
手
県
で
も
11
年
分

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
は
ガ

レ
キ
の
広
域
処
理
が
な
く
て
は

解
決
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　

わ
が
町
の
受
入
に
対
す
る

判
断
基
準
は
。

　
　
　
　
　

本
町
の
判
断
基
準

の
大
原
則
は
、
住
民
の
安
心
安

全
確
保
で
あ
り
、
科
学
的
・
客

観
的
な
知
見
は
も
と
よ
り
、
多

く
の
住
民
に
理
解
さ
れ
な
け
れ

ば
受
け
入
れ
で
き
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
放
射
性
物
質

に
汚
染
さ
れ
た
恐
れ
の
あ
る
災

害
廃
棄
物
を
現
時
点
で
受
け
入

れ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

２
月
に
仙
台
か
ら
南
三
陸
町

ま
で
の
ガ
レ
キ
の
放
射
線
量
を
、

実
際
に
測
っ
て
き
た
が
、
ど
こ

も
毎
時
０
・
０
５
か
ら
０
・
０

７
μ
S
V
。
武
豊
町
役
場
前
は

０
・
０
７
μ
S
V
で
、
被
災
地

と
変
わ
ら
な
い
放
射
線
量
だ
っ

た
。

　

静
岡
県
島
田
市
が
、
試
験
焼

却
を
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
公
表

し
て
い
る
。

　
　

放
射
能
有
り
き
で
は
な
く
、

島
田
市
の
実
績
を

ど
う
思
う
か
。

焼
却
後
の
灰
か
ら

若
干
の
数
値
が
出

て
い
る
。
そ
れ
が

安
全
な
の
か
安
全

で
な
い
の
か
我
々

の
知
見
で
は
分
か

ら
な
い
が
、
数
字

が
出
て
い
る
こ
と
を
報
告
す
る
。

　
　

住
民
へ
の
理
解
を
得
る
た

め
し
て
い
る
こ
と
は
。

　
　
　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、
常
武
の
判
断
基
準
は
載

せ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ

と
は
し
て
い
な
い
。

　
　

ガ
レ
キ
処
理
以
外
に
協
力

で
き
る
こ
と
は
。

　
　
　
　
　
　
　

す
で
に
、
昨

年
８
月
か
ら
職
員
を
、
松
島
町

に
派
遣
し
て
い
る
。
当
初
３
月

末
ま
で
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、

松
島
町
よ
り
延
長
要
請
が
あ
り
、

６
ヶ
月
間
の
延
長
を
決
め
た
。

　
　

衣
浦
３
号
地
最
終
処
分
場

の
受
入
れ
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま

で
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ア
セ
ッ
ク
で

は
、
災
害
廃
棄
物
や
焼
却
灰
に

つ
い
て
、
国
や
県
か
ら
受
け
入

れ
要
請
は
来
て
い
な
い
と
の
報

告
を
受
け
て
い
る
。

　

環
境
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
焼
却
灰
と
水
が
接
触
し
な

い
よ
う
な
考
慮
や
、
土
壌
の
層

の
上
な
ど
安
定
し
た
状
態
で
埋

立
て
処
分
を
行
う
よ
う
示
し
て

い
る
が
、
水
面
に
埋
め
る
取
扱

い
は
具
体
的
見
解
が
示
さ
れ
て

い
な
い
。以
上
よ
り
、現
段
階
で
、

受
入
は
想
定
さ
れ
な
い
。

　

今
後
も
情
報
交
換
を
密
に
し
、

情
報
把
握
に
努
め
て
い
く
。

※
他
に
「
児
童
虐
待
防
止
に
向

け
た
武
豊
町
の
取
組
み
に
つ
い

て
」
の
質
問
。

新政クラブ
鈴木　一也 議員

■ガレキの山「次々に運ばれるガレキ」

■ガレキと測定器
「ガレキの放射線量０.０5μSV」

問

問

問問

問

答

町
長

答

環
境
課
長

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

答

総
務
部
長
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町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

　

妊
婦
さ
ん
に
と
っ
て
、
妊
娠

初
期
は
、
つ
わ
り
で
歯
磨
き
が

上
手
に
で
き
な
か
っ
た
り
、
妊

娠
す
る
と
増
え
る
女
性
ホ
ル
モ

ン
を
利
用
し
て
繁
殖
す
る
細
菌

に
よ
っ
て
、
歯
肉
炎
、
歯
周
病
、

虫
歯
に
な
り
や
す
く
な
る
。
特

に
怖
い
の
は
歯
周
病
で
、
早
産

や
、
低
体
重
児
出
産
の
可
能
性

が
高
く
な
る
と
い
う
デ
ー
タ
が

あ
る
。

　
　

本
町
で
行
っ
て
い
る
妊
婦

歯
科
検
診
の
実
情
は
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
10
年
か

ら
、
妊
娠
中
ま
た
は
、
産
後
１

年
以
内
の
母
親
を
対
象
に
、

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
パ
パ
マ
マ
教

室
」
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
環
と

し
て
「
集
団
検
診
」
で
年
４
回
、

水
曜
日
に
行
っ
て
い
る
。

　
　

受
診
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
度

は
、
妊
婦
さ
ん
50
人
、
産
婦
さ

ん
23
人
の
合
計
73
人
。
平
成

23
年
度
は
６
・
９
・
12
月
の
３

回
で
、
妊
婦
さ
ん
33
人
・
産
婦

さ
ん
10
人
の
計
43
人
。

　
　

他
市
町
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　

大
府
市
・
半

田
市
は
、
平
成
19
年
度
か
ら

「
個
別
検
診
」
、
そ
の
他
の
市

町
は
「
集
団
検
診
」
が
多
い
。

　
　

個
別
検
診
に
切
り
替
え
た

時
の
概
算
費
用
は
。

　

受
診
率
向
上
の
た
め
に
も

「
個
別
検
診
」
へ
の
切
り
替
え

を
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
度

の
母
子
健
康
手
帳
交
付
者
数
４

０
７
人
に
、
一
人
当
た
り
３
千

５
百
円
で
、
受
診
率
３
割
と
し

て
試
算
す
る
と
、
約
43
万
円
。

「
集
団
検
診
」
は
、
お
母
さ
ん

同
士
の
触
れ
合
い
が
持
て
た
り
、

い
い
所
も
あ
る
の
で
、
当
面
は

「
集
団
検
診
」
を
継
続
し
た
い
。

「
個
別
検
診
」
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
意
見
や
考
え
も
あ
る
の

で
、
歯
科
医
師
会
と
も
相
談
を

し
て
い
き
た
い
。

　

「
震
災
な
ど
で
、
町
全
体
が

停
電
状
態
に
な
り
、
懐
中
電
灯

ひ
と
つ
で
避
難
所
を
目
指
し
て

歩
い
て
い
る
。
そ
の
時
、
真
っ

暗
闇
の
中
に
明
か
り
が
見
え
る
。

避
難
所
だ
。
あ
そ
こ
ま
で
、
頑

張
っ
て
歩
い
て
行
こ
う
。
ま
さ

に
、
希
望
の
灯
台
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
」

　
　

町
内
22
箇
所
の
避
難
所
を
、

夜
間
見
て
回
っ
た
。
ど
こ
も
、

暗
い
。
避
難
所
と
い
う
看
板
さ

え
も
真
っ
暗
で
見
え
な
い
。
避

難
所
に
自
家
発
電
設
備
は
備
え

て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

自
家
発
電
設

備
の
設
置
個
所
は
４
箇
所
。
他

の
避
難
所
に
は
、
非
常
用
照
明

と
小
型
発
電
機
を
２
セ
ッ
ト
ず

つ
配
備
す
る
た
め
に
、
北
部
備

蓄
倉
庫
に
保
管
し
て
い
る
。

　
　

蓄
電
式
の
太
陽
光
発
電
設

備
を
設
置
し
て
、
緊
急
時
に
対

応
し
て
欲
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
は
ま
だ

高
価
で
あ
る
が
、
将
来
的
に
は
、

検
討
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

※
他
に
「
平
成
24
年
度
予
算
に

つ
い
て
」
の
質
問
。

公明党議員団
本村　強 議員

問問

問

問

■夜は見えない避難所看板

■町民会館の自家発電設備

妊
婦
の
個
別
歯
科
検
診
を

妊
婦
の
個
別
歯
科
検
診
を

問

歯
科
医
師
会
と
の
相
談
は
す
る
が
�

当
面
は
集
団
検
診
で

答答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

問問 答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長
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意
見
を
あ
る
程
度
ま
と
め
て
考
え
た

答

施
設
整
備
に
は
住
民
意
見
の
反
映
を

施
設
整
備
に
は
住
民
意
見
の
反
映
を

問

町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

　

旧
中
山
製
鋼
所
跡
地
に
、
地

域
交
流
施
設
整
備
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
整
備
計
画
は
「
衣
浦

港
３
号
地
廃
棄
物
最
終
処
分
場

整
備
」
に
伴
う
地
元
対
策
と
し

て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

整
備
検
討
委
員
会
が
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
住
民
代
表
委

員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
の
は

３
区
長
の
み
で
あ
る
。
公
募
に

よ
る
住
民
の
不
参
加
、
住
民
説

明
会
も
開
か
れ
て
い
な
い
。
こ

れ
で
、
本
当
に
住
民
に
合
っ
た

施
設
と
し
て
整
備
可
能
な
の
か
。

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
元
を

一
番
と
考
え
て
い
る
が
、
町
内

全
域
、
遠
く
か
ら
こ
ら
れ
る
方

も
視
野
に
入
れ
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

　

基
本
的
に
は
、
意
見
を
い
た

だ
い
て
集
約
す
る
こ
と
が
本
来

か
も
し
れ
な
い
が
、
意
見
が
集

約
し
き
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が

あ
る
の
で
、
意
見
を
あ
る
程
度

ま
と
め
て
か
ら
と
考
え
た
。

　
　

産
業
と
観
光
の
拠
点
と
し

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
施
設

を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

武
豊
町
の
ほ
ぼ
中

央
東
側
に
位
置
し
て
お
り
、
拠

点
を
結
ん
だ
散
策
路
「
み
そ
蔵

の
小
径
」
の
出
発
点
で
も
あ
る
。

　

大
型
観
光
バ
ス
の
駐
車
も
可

能
な
駐
車
場
、
中
心
施
設
と
し

て
「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」、

集
客
促
進
の
た
め
の
飲
食
系
施

設
、
ト
イ
レ
、
多
目
的
広
場
の

整
備
を
考
え
て
い
る
。

　
　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
施
設
整
備
を

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

港
や
鉄

道
に
関
係
す
る
資
料
展
示
、
み

そ
・
た
ま
り
の
紹
介
・
販
売
、

観
光
案
内
所
な
ど
の
整
備
を
考

え
て
い
る
。

　
　

歴
史
民
俗
資
料
館
の
資
料

を
一
部
移
し
て
展
示
す
る
と
し

て
い
る
が
、
役
割
分
担
は
ど
う

な
る
の
か
。
飲
食
系
施
設
は
ど

の
よ
う
な
施
設
な
の
か
。
１
１

０
台
規
模
の
駐
車
場
が
必
要
な

の
か
。
検
討
が
不
十
分
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

歴
史
民

俗
資
料
館
は
手
狭
に
な
っ
て
お

り
、
一
部
移
転
し
た
い
と
聞
い

て
い
る
。

　

飲
食
系
施
設
に
つ
い
て
は
、

今
後
ど
の
よ
う
な
方
に
入
っ
て

も
ら
う
の
か
、
方
向
性
に
つ
い

て
も
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

イ
ベ
ン
ト
も
行
う
こ
と
も
考
え

て
確
保
し
た
。

　
　

公
害
防
止
の
た
め
、
ど
の

よ
う
な
緑
化
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

臨
港
道

路
を
通
過
す
る
車
輌
の
環
境
負

荷
を
軽
減
す
る
た
め
の
緑
化
、

建
物
本
体
の
騒
音
軽
減
な
ど
を

考
え
た
緑
化
を
進
め
る
。

　
　

公
害
対
策
と
し
て
考
え
た

場
合
、
緑
化
ス
ペ
ー
ス
が
少
な

い
。
も
っ
と
広
く
す
べ
き
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
能
な

限
り
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

日本共産党議員団
梶田　進 議員

■地域交流施設全体配置（案）

問

問問

問問

問

答

町
長

答

産
業
建
設
部
長

答

産
業
建
設
部
長

答

産
業
建
設
部
長

答

産
業
建
設
部
長

答

産
業
建
設
部
長
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町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

　

昨
年
10
月
、
警
察
庁
交
通
局

長
よ
り
自
転
車
の
交
通
秩
序
に

関
す
る
通
達
が
出
さ
れ
た
が
、

全
国
で
３
ｍ
以
上
の
歩
道
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
実
態
が
あ
る

た
め
混
乱
を
招
い
た
。

　
　

幅
員
が
な
く
、
通
学
児
童

や
自
転
車
利
用
者
の
安
全
確
保

に
不
十
分
な
道
路
が
多
い
が
対

応
は
。

　
　
　
　
　

町
道
は
道
路
整
備

５
箇
年
計
画
で
進
め
て
い
る
が
、

町
全
域
に
わ
た
る
の
で
改
善
に

時
間
を
要
す
る
。

　

主
要
道
路
に
お
い
て
、
歩
道

設
置
が
困
難
な
場
所
の
危
険
性

な
ど
を
検
証
し
、
路
側
帯
の
カ

ラ
ー
化
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

自
転
車
と
歩
行
者
の
分
離

に
関
し
て
判
り
に
く
い
が
、
見

解
は
。

　
　
　
　
　
　
　

今
後
も
自
転

車
の
歩
道
に
お
け
る
徐
行
走
行

は
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
歩

行
者
の
安
全
が
最
優
先
で
あ
り
、

左
側
通
行
の
徹
底
と
、
歩
行
者

が
い
れ
ば
車
道
を
走
行
し
て
欲

し
い
。

　
　

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た

り
自
転
車
安
全
教
育
の
実
施
は
。

　
　
　
　
　
　
　

毎
年
、
小
学

校
で
全
学
年
を
対
象
に
自
転
車

教
室
、
高
齢
者
へ
は
自
転
車
で

は
な
く
、
交
通
安
全
講
話
や
交

通
安
全
教
室
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

警
察
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

自
転
車
事
故
の
当
事
者
は
16
歳

前
後
が
最
も
多
い
が
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　

チ
ラ
シ
な
ど

に
よ
る
啓
発
活
動
を
検
討
す
る
。

　

町
民
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
成
24

年
度
予
算
の
要
望
と
し
て
、
教

育
現
場
に
よ
る
指
導
体
制
の
充

実
を
要
望
し
た
。

　
　

ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト

の
配
備
時
間
が
前
年
度
に
対
し

て
５
７
６
時
間
の
削
減
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

　
　
　
　
　
　

ス
ク
ー
ル
ア
シ

ス
タ
ン
ト
に
よ
る
学
習
支
援
も

大
切
だ
が
、
学
習
す
る
姿
勢
づ

く
り
も
重
要
で
あ
る
。
特
別
支

援
教
室
の
支
援
員
を
新
設
し
て

時
間
を
振
り
分
け
た
。

　
　

ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト

が
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

学
力
低
下
を
招
か
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

学
力
低
下
を
招

か
な
い
よ
う
、
学
習
の
質
を
高

め
て
い
く
。

　
　

新
た
に
配
備
さ
れ
る
支
援

員
は
教
員
免
許
を
持
た
な
い
が

弊
害
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

特
別
支
援
教
室

で
、
学
習
習
慣
指
導
や
生
活
習

慣
の
育
成
を
支
援
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
教

員
免
許
は
不
要
と
考
え
て
い
る
。

町民クラブ
石原　壽朗 議員

問

問問

問問問

■充分な幅員が望まれる歩道

■小学校で行われている自転車教室

自
転
車
走
行
ル
ー
ル
の
指
導
と

歩
道
の
整
備
を

自
転
車
走
行
ル
ー
ル
の
指
導
と

歩
道
の
整
備
を

問

事
故
の
撲
滅
に
向
け
�啓
発
活
動
を
推
進
す
る

答

答

総
務
部
長

問答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

町
長

答

教
育
長

答

教
育
長

答

教
育
長
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